
北清ふらの株式会社の最終処分場に係る地域の概要 

 

１ 申請の概要 

 （１）申請者 住所 富良野市字学田三区 

        名称 北清ふらの(株) 代表取締役 上田篤行 

 （２）申請年月日 令和２年（2020 年）９月１８日 

 （３）施設の設置場所 富良野市学山部２５８０番、２５８１番１ 

 （４）施設の種類 施行令第７条第１４号ロ 安定型最終処分場 

 （５）処理する産業廃棄物の種類 

    廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器く

ず、がれき類。 

 （６）施設の処理方式 セル方式埋立 

 （７）施設の処理能力 面積 １５，１３３㎡ 容量 ６３，４００㎥ 

 

２ 申請地周辺の状況 

 （１）地勢 

    申請地は、富良野市街地の南西約６kmの地点に位置する。地目は原野で周囲の現況は

山林である。都市計画区域外で用途地域の設定はない。 

 （２）住宅の存在 

    申請地周辺 500ｍ以内に人家はない。最寄りの人家は申請地北東約７００m、南東約１

ｋｍに位置する。 

 （３）生活環境の状況（利水状況など） 

    申請地及び周辺は水道が普及しておらず地下水が利用されている。最寄りの人家で飲

用、農業利用があるほか、申請者の事業所で利用されている。 

    申請地の東方約６００ｍに道道山部北の峰線があり、申請地への廃棄物の搬入はこの路

線が使われている。搬入車両の通行量は、１日当たり２台から多い時で１３台である。 

 

３ 当該地域における廃棄物処理状況 

 （１）周辺の処理施設 

    申請地に隣接して申請者の既存の安定型最終処分場及びがれき類、木くず及び廃プラス

チック類の破砕施設が設置されている。北方約６ｋｍに他業者の破砕施設、南東約３km

に富良野市リサイクルセンターの一般廃棄物燃料固形化施設がある。 

 （２）廃棄物処理の動向 

    上川管内に現在稼働中の安定型最終処分場は、申請者の既存施設を含め５箇所で、上川

管内南部には申請者の安定型のみである。管理型最終処分場は旭川市内のみで振興局所管

の上川管内には設置されていない。申請者の施設において富良野市内及び近郊町村の工事

現場、各事業場から排出される産業廃棄物の中間処理、最終処分が行われている。既存安

定型設置当初 217,000 ㎥の残存容量は現在約 38,500 ㎥となっている。 



４ 当該申請に係る関係市町村及び住民の意見等 

 （１）縦覧期間 

    令和２年（2020 年）１０月２３日（金）から１１月２４日（火）まで 

 （２）市町村長の意見 

    令和２年（2020 年）１２月８日（火）まで 

 （３）利害関係者の意見 

    令和２年（2020 年）１２月８日（火）まで 

 

５ 申請者の廃棄物処理業の状況等 

 （１）廃棄物処理業の許可取得状況 

    申請者は平成４年（１９９２年）に産業廃棄物処分業許可を取得し、安定型最終処分場

での埋立と木くずの中間処理を開始した。既存の安定型は平成８年（１９９６年）６月に

設置されている。その後、変更許可により、破砕、天日乾燥、圧縮、脱水、切断など中間

処理方法、品目を追加し、安定型５品目の埋立、再生骨材製造に加え、汚泥、紙くず、繊

維くずの中間処理が行われている。また、富良野市より一般廃棄物処分業許可を受け、粗

大ごみの破砕処理も行っている。 

 （２）申請者への立入検査 

    令和元年（2019 年）８月７日に設置予定場所の現地調査を実施し、申請書記載どおり

の現況であることを確認した。申請者事業場は、毎年立入検査を実施しており、直近では

令和２年（2020 年）６月４日に実施している。 

 （３）申請者への不利益処分等の状況 

    処理業許可取得時より現在まで不利益処分は行われていない。 

 

６ その他 

 （１）関係市町村との協議状況 

    令和元年６月１０日地元自治体である富良野市と協議済みである。 

 （２）他法令の規制 

    設置に関して他法令の規制は無い。 


